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学 会 発 表
1)大鵜 沼 :繁姑の韮礎｡日本実験動物学会節
29回談話会シンポジウム (1982)
2)小野内常子 ･加藤l旧三 ･大島 桁 ･大内慶子



















景山 m ･中村 仲1'
践岡一雄
研 究 概 要
1)生理活性ペプチドの生成 ･分解に関与するプ
ロテアーゼの検索と性状の解明


























































































































1)Inagaki,F., Y.Kawano, Ⅰ.Shimada, K.
TakahashiandT.Miyazawa(1981):Nuclear
magnetic resonancestudy on themicro･
environments of histidine residues of



























































羽詑文 ･岡博･織m敏次 ･松払窮次郎 ･T;柄伽
的 (1981) :ヒト血的GroupⅡペプシノー ゲン
(PGI)のradioimmunoassay.日本刑化岩話
柄学会雑誌.78.2275-2284｡
学 会 発 表




2)浅岡一雄 ･高橋健治 (1981) :脳組織におけ
るグルタチオンS-トランスフェラーゼの性l粘
第54回日本生化学会大会.仙台｡
3)市原虞和･十川和博 ･馬橋健治 (1981) :プ
レペプシノーゲンのシグナルWL列の一次的出に
ついて.郡54回日本生化学会大会.仙台｡
4)長砧川17･･中山伸一 ･㍍橋伽治 ･森山昭彦 ･













8)景山 節 ･高橋郎治 (1981) :ニホンザルペ
プシノ-ゲンの活性化械梢｡邦54回日本生化学
会大会,仙台｡
系統研究部門
江原昭善 ･野上裕生
相見蒲 ･瀬戸口烈司
霊長類の系統研究を遂行するにあたって,いろ
んなアプローチが可能であるが,まず最初に手が
けるべきもっとも重要なことは,研究対象になる
資料の収集 ･標本作製･整理である｡
このような理由から,当研究部門では.一方で
は南米 ･東南アジア ･アフリカなどの海外調益を
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